
　　　　

2024 年 12 月 16 日

時 時 あり

時 あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・季節行事（ハロウィン、クリスマス会等）、クッキング（月1回程度）、バス練習、外出支援、愛誠祭り

家族支援
・子育ての困りごとや障害特性の理解等についての相談援助を実施します
・専門家を招いての保護者講演会の開催します（保護者交流）

移行支援
進学や就職、成人施設への移行等、ライフステージ切り替え時の相談援助
を実施します

地域支援・地域連携
・学校や相談支援事業所、併用事業所等と情報共有を行い、支援方法の統一を
図ります
・防災訓練や行事等における地域住民との交流の促進します

職員の質の向上
・法人内外の研修へ参加します
・放課後等デイサービス連絡協議会へ出席し、情報収集・共有を図ります

支　援　内　容

本
人
支
援

・心身の健康状態を細かく観察し、お子様の状態に合わせた活動を提供できるよう配慮します。また体調不良によるサインを汲み取り、保護者様と共有することで健康の維持へ繋げていき
ます。
・排泄や食事、衣類の着脱等、基本的な日常生活動作を習得し、自立に向け意欲的に活動に取り組めるよう支援します。
・事業所内で安心して生活出来るよう、時間の提示方法や環境の整備を随時行っていきます。

・散歩や公園遊び、指先を使った活動等身体を動かす活動を通し、感覚統合や身体機能の向上を促します。
・聴覚過敏や触覚過敏等、お子様の苦手なことに配慮した関わりを行うと共に、どうしたら安心して生活出来るのか、対応方法を一緒に考えます。

・お子様一人ひとりに合った方法（視覚的・聴覚的等）により、見通しを持って生活を送ることで安心感を持ってもらい、情緒の安定へ繋げていきます。また拘り行動に対しても、なぜそ
のような行動が生じているのかを考え、本人が地域の中で楽しく過ごせるようサポートしていきます。
・図形のマッチングや、時計の理解等の学習支援を楽しみながら行えるよう、お子様一人ひとりにあった教材を提供します。

・お子様一人ひとりに合った気持ちの伝え方を考え実践していくことで、お友達やご両親、周囲の人たちと関わることに楽しさや喜びを感じてもらえるよう支援します。
・職員が仲介・代弁することで、今自分はどういう気持ちを抱いているのかを理解し、その感情の伝え方や回避方法を習得出来るよう支援を行います。

・お子様の気持ちに寄り添い、共感や代弁を行うことで、安心感の獲得や自分の感情の理解・調整が出来るよう支援します。
・集団活動や遊びを通して他者との交流を行い、その関わりの中で対人関係や社会性の発達を段階に応じて支援します。
・SSTや実践等を通して、相手や場に応じた適切な立ち振る舞いが身に付くよう学びの機会を提供します。

放課後 から 17 事業所から自宅 要相談

法人（事業所）理念

『奉仕の心』
①利用者が求める医療・福祉サービスを過不足なく、誠実かつ高潔に提供する
②地域社会・保護者・他機関・職員等との良好な関係を創る
③公正で透明性の高い健全な経営を行う

支援方針

・基本的な生活習慣の獲得と確立を目指します
・気持ちと行動をコントロールする力を育てます
・チャレンジする意欲と伝えようとする力を育てます
・子どもが主役になれる活動を進めます
・子ども同士の関りを大切にします
・個性を尊重し、苦手分野を少しずつ克服しながら得意なことを見つけ伸ばしていきます

営業時間

9 から 17

送迎実施の有無

学校から事業所

（別添資料１）

事業所名 フレンズ 支援プログラム（参考様式） 作成日


